
4 −はびきの　2018.8.1−

日時 9 月 1 日㈯ 9:30 ～ 13:00
会場 峰塚公園

○消火・救出訓練
○展示・体験コーナー
 ・各種展示
　　ドローン・防災グッズ等
 ・各種防災活動体験
　　消火訓練
　　土のうづくり
 ・災害特殊車両展示
 ・はしご車搭乗体験
　（小学生のみ 30 名限定）
 ・起震車搭乗体験
　（250 名限定）
 ・非常食試食　　など
○避難所受付体験
○はしご演技

（柏原羽曳野藤井寺消防組合）
○幼年消防クラブの演技

（白鳩羽曳野幼稚園）
○市職員訓練
 ・備蓄物資搬送訓練等

参加記念品（3,000名様程度）
　 備蓄用クッキー・非常用給水袋・アルファ化米のいずれか
公共交通機関をご利用ください。

　来るべき災害に備えていますでしょうか。一昨年、羽曳野にお伺いし、
私たちの経験のお話をさせていただきました。自然災害というのは日本の
中でいつどこで起こるのか誰にもわかりません。日本は自然災害リスクが
世界で 4 番目に大きいと言われています。南海トラフでの警戒が必要な
みなさんの地域においても、どうぞ、行政だけに頼るということではなく、

『自分の命は自分で守る』ということを、肝に銘じていただきたいと思い
ます。また、家族でご飯を食べながらでも結構ですので、いざというとき
にどのように行動するのか、さらに、何を備えておくべきかを話し合って
おいてください。われわれも一生懸命、復興を果たしたいと思っています。
羽曳野のみなさんも、ぜひ元気でお過ごしください。▲ 陸前高田市　戸羽　太　市長

未来につなげる、災害に強いまち陸前高田
　全長２km 約 7 万本の松が並んでいた国の名勝『高田松原』は津波に
より壊滅的な被害を受けました。震災前には、海水浴シーズンを中心に
100 万人以上の観光客が訪れていました。今、陸前高田は防災・減災を
学べるまちとして訪日外国人や修学旅行生らがたくさん足を運んでいま
す。震災から 8 年を迎える平成 31 年度は道の駅や追悼祈念施設がオー
プン、平成 32 年度には三陸沿岸道路が開通予定、復興祈念公園も竣工
の予定となっています。そして、数年後に海水浴場が復活します。

羽曳野のみなさんへ

伝えておきたいこと




